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「国は芸術を振興しない。芸術が国を振興するのである」。
ブレア首相のマニフェストで幕明けした、芸術文化と政治の新しい関係。

新自由主義の時代に、世界的に見ても成功した政策のひとつと評価される
クリエイティブ・ブリテンがもたらした英国黄金時代の顛末とは。

文化資本とは何か？　芸術文化の再分配は可能か？　
クール・ジャパン、アーツ・カウンシル、オリンピック・パラリンピック、レガシー…。
英国を追随するかのような日本はその経験から何を学び取るのか。
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